
 

 

ストップ結核ボランティア大使 記者発表（9/7 11：00～）の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 

 
 



 

 

＊＊記者会見の内容＊＊ 

 

JOY さん：この度ストップ結核ボランティア大使として任命されました JOY です。 

自らの経験を通して、世の中の人々に広く結核を知ってもらいたいと思ってい 

ます。よろしくお願い致します。 

 

JOY さん：去年の 7月に咳が止まらなくなりまして、仕事中もずっと出ている状態でした。

そのため病院に行き、風邪という診断を受け風邪薬をずっと飲んでいました。し

かし薬が効かなったので、次に耳鼻咽喉科に行き、咽頭炎という診断を受けま

した。今年1月に入るまで治療を続けていたのですが、そこでも効果が得られず

「なぜだろう？」と思っていたところ、だんだん体調も悪くなってきました。熱も 38、

39度ぐらいというのが続いていたので、救急で病院へいったみたところ、そこで

初めてレントゲンを撮ってみましょうということになりました。痰の検査も診断した

ところ、初めて「結核」と診断されました。 

結核という病気についてはあまり知らなかったので、あまり重大なことだとは思っ

てはいなかったのですが、そこで入院しました。診断まで 8ケ月ぐらいの時間が

かかってしまいましたが、今は薬をしっかり飲んで完治へと向かっております。 

僕の治療は入院期間も含めて 9ケ月間薬を飲まなければならないので、年内

いっぱいということになります。薬を飲んでいる限り、人にうつるということはない

のでそれは安心しています。僕の場合、病気がわかるのが遅かったので 9ケ月

間と長くなってしまいましたけれども、早め早めに対応していけば治療期間も短く

なります。若いひとは、風邪かな、咳が止まらないなということがあってもがんば

れちゃう年なんですが、仕事もあって大変とは思いますが体が一番の資本なの

で、早く診断してもらって短期間（3－4ケ月の治療の場合もある）の治療で済

むようにしてもらいたいです。 

結核はお年寄りをはじめ多くの方がなっているということなので、咳がとまらなか

ったり、高熱が続く場合はすぐに診断に行ってほしいなと思います。 

 

 

 



 

 

質問：結核と診断されたときの気持ちは？ 

 

JOY さん：最初に結核と診断されたときは、以前にハリセンボンのはるかさんがなった時

に初めて聞いたぐらいの病気だったので、どんなものか分かっていなかった。

「仕事休まなきゃいけないのかな」、「1－2 週間で治るのかな」と思っていました。

が、段々事の重大さに気づき、もっと早く診断を受ければよかったなと思いまし

た。 

 

質問：入院生活で辛かったことは？ 

 

JOY さん：僕の場合は悪化してから結核ということが分かったので、高熱が出て朝 4時、 

5時に起きてしまったり、解熱剤を飲んでも熱が下がらないといったすごいキツイ

日々が続きました。昔結核が「死の病」と言われている理由がよくわかるツライ

入院生活でした。 

 

石川所長：JOY さんのような若い方の診断が遅れるというのは一つの問題である。JOY 

さんは 1週間ぐらいで病院に行かれていますが、普通は 3ケ月ぐらいほかって

おく人が多い。今回は「診断の遅れ」があり、医療側の問題があった。今回のケ

ースは我々の教訓となる。申し訳ないと思う。 

 

質問：どこで感染したかわかりますか？ 

 

JOYさん：結核の場合は空気感染ということで、どこでうつったのかはわからない。昨年は

仕事を忙しくさせていただいていたので、睡眠時間が減ったり不規則な生活が

続いていた。それを 1年近く続けてきたことによって免疫力も落ちてとても感染

しやすい状態なっていたのではないかと思う。 

 

 

 

 



 

質問：体力的に何か変わったことなどあれば教えてください。 

 

JOY さん：入院生活は普段と違い寝ていることがほとんどなので体力はすごく落ちました

し、普通に生活するのも疲れますね。今でこそ少しずつ良くなってきましたが、体

力、筋力が落ちたので普通の生活が辛かったことはあった。 

 

質問：入院期間はどれくらいでしたか？ 

 

JOY さん：入院期間は3月から全部で103日間。体重はマックスで5キロぐらい減りまし

た。もともと痩せているのですが、更に痩せてしまいました。結核の患者さんは退

院するときは食欲が戻って体重も増える方が多いようですが、僕の場合はなかな

か戻らなくて、退院するときも体重は落ちたままでしたね。 

 

質問：どのように服薬を続けていますか？ 

 

JOY さん：結核の薬は食後というより、少し空腹の状態で飲んだ方が効くようなので、朝

食が終わって 2時間ぐらい、11時頃に統一することを心がけています。仕事で

30分から 1時間と時間が多少前後することはあるが、一日必ず 1回飲むことが

一番大事なのでしっかり飲んでいます。 

 

石川所長：JOY さんも入院中看護師さんが目の前で薬を飲むのを確認するといったこと

があったようですが、結核は「直接確認療法」というのがあります。体調が良くなる

と段々忘れることがあると思いますが、最後まで誰かに確認してもらう必要があり

ます。 

 

JOY さん：退院してからも毎月薬のカラを保健所の方に送っているので、しっかり飲み忘

れないようにしています。 

 

以上 

 
 
 



 

ストップ結核ボランティア大使  JOY氏 プロフィィール 
 
本名  ：ジョゼフ グリーンウッド 
出身地 ：群馬県高崎市 
生年月日：1985年 4月 15日 
身長・体重：190cm 67kg 
血液型 ：A型 
趣味  ：変顔の練習、サッカーの情報収集、 

人形にはなしかける、掃除、家の物を一日一つ捨てる、心霊スポット巡り、 
動画の撮り貯め、格闘技観戦、フットサル 

特技：歌、サッカー、モノマネ（10～15個）、顔芸（変顔） 
オフィシャル HP http://pakila.jp/joy/profile.html 

 

 

 

 

 


